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　 こ の 本 の 　

「おっ！」 と目をひく

ところは、昆虫たち

を正面から見た時

のはねの動きの簡

単な図解があると

ころです。

　たとえば、　トンボの仲間のアオモンイトトンボ

は、 2対4枚のはねがそれぞれ独立して動きま

す。　それぞれに別の筋肉がついているからだ

そうで、見開きページには、アオモンイトトンボの

飛行写真が連続写真になっていて、はねがバラ

バラに動いている様子がよくわかります。　

　トノサマバッタは、後ろばねを背面で打ち合わせて

とび、あまりはばたかない前ばねは、バランスを取っ

たり、防御に使っているそうで、スズムシのオスはそ

れを音を出す器官として使っているのだとか。

　それぞれの昆虫のはねの駆動域が、簡単な図な

がらもよくわかり、連続写真とともに昆虫のとぶ様子

に親しみがわきます。　

　夏の終わりから秋のはじめ、とんだり、鳴く昆虫の

はねの動きにさらなる興味がわく本です。

（遠藤）


